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万
九
千
社

立
虫
神
社

ま
く
せ
の
や
し
ろ

た
ち
む
し
じ
ん
じ
ゃ

社

報
神
戸
の
郷

か

む

べ

さ

と

第
八
一
号

令
和
四
年
秋
［
発
行
］

令
和
四
年
九
月
吉
日

代
宮
家

（
錦
田
）

よ

こ

や

今
季
の
祭

立
虫
神
社

秋

祭

り

季
節
は
早
い
も
の
で
実
り
の
秋
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

疫
病
の
災
い
が
未
だ
に
続
い
て
い
ま
す

が
、
感
染
防
止
策
を
と
り
な
が
ら
、
二
日

に
わ
た
る
恒
例
の
秋
祭
り
を
皆
様
共
々
心

を
込
め
て
お
仕
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

秋
祭
り
は
、
稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
作

物
が
豊
か
に
収
穫
で
き
た
こ
と
、
農
業
を

は
じ
め
、
工
業
、
商
業
な
ど
全
て
の
産
業

が
順
調
に
運
ん
で
い
る
こ
と
、
日
々
の
平

和
な
ど
を
氏
神
さ
ま
に
感
謝
し
、
こ
れ
か

ら
も
お
護
り
い
た
だ
く
よ
う
に
お
祈
り
す

る
お
祭
り
で
す
。

氏
子
地
域
に
住
む
全
て
の
人
々
が
心
を

合
わ
せ
て
奉
仕
す
る
、
一
年
で
最
も
重
要

な
お
祭
り
で
「
大
祭
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

た
い
さ
い

な
お
、
神
さ
ま
と
神
社
の
側
か
ら
言
え

ば
、
縁
あ
っ
て
併
川
に
暮
ら
す
全
て
の
人

々
が
「
氏
子
さ
ん
」
で
す
。
ど
な
た
で
も

遠
慮
な
く
お
参
り
い

た
だ
き
、
神
さ
ま
に

感
謝
と
祈
り
を
捧
げ

ま
し
ょ
う
。

十
月
一
日(

土)

一
、
長
寿
感
謝

健
康
祈
願
祭

午
後
一
時
よ
り

長
寿
を
お
祝
い
し
、
神
さ
ま
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
の
更
な
る
健
康
を
お
祈
り
す
る

祈
願
祭
で
す
。

数
え
年
七
〇
歳
以
上
の
ど
な
た
で
も
参

列
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
別
紙
案
内

状
を
ご
覧
の
う
え
、
九
月
二
十
八
日
ま
で

に
社
務
所
へ
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
参
列
時
に
は
男
女
を
問
わ
ず
、

服
装
は
礼
を
失
し
な
い
自
由
な
服
装
（
平

服
）
で
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
詣
り
下

さ
い
。

一
、
子
祷
神
事

こ

と

う

の

し

ん

じ

一
、
氏
子
入
り
奉
告
祭

午
後
三
時
よ
り

令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
今
年
の
七
月

三
十
一
日
頃
ま
で
に
誕
生
さ
れ
た
神
立
千

家
の
子
供
さ
ん
と
そ
の
家
族
が
参
拝
し
、

新
た
な
氏
子
と
し
て
健
や
か
な
成
長
を
お

祈
り
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
秋
祭
り
以
後
、
新
た
な

氏
子
と
し
て
年
間
の
神
社
維
持
負
担
金
を

奉
納
さ
れ
た
皆
様
に
も
昇
殿
い
た
だ
き
、
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御
神
前
に
そ
の
旨
を
奉

告
し
、
末
永
い
幸
せ
を

お
祈
り
し
ま
す
。

※
当
該
の
方
は
、
平
服

（
ス
ー
ツ
ネ
ク
タ
イ
等
）

で
時
刻
ま
で
に
御
参
集
下
さ
い
。

一
、
前
夜
祭

・
深
津
一
統
祭

午
後
六
時
よ
り

・
竹
内
一
統
祭

午
後
七
時
よ
り

立
虫
神
社
へ
合
祀
さ
れ
た
千
家
の
客
神

社
に
ゆ
か
り
深
い
氏
子
の
竹
内
一
統
、
古

く
か
ら
万
九
千
社
に
ゆ
か
り
あ
る
神
立
の

深
津
一
統
が
昇
殿
参
拝
し
ま
す
。
一
統
挙

げ
て
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

十
月
二
日(

日)

一
、

大
祭

本
殿
祭
典
典

（
兼
）
役
員
・
総
代

就
任
奉
告
祭

午
前
十
時
よ
り

秋
祭
り
で
最
も
重
要
な
祭
典
で
す
。

宮
司
は
じ
め
神
職
・
氏
子
代
表
が
昇
殿

し
、
厳
か
に
御
奉
仕
し
ま
す
。

御
神
前
に
海
川
山
野
の
た
く
さ
ん
の
お

供
え
物
を
し
て
、
氏
神
さ
ま
を
お
も
て
な

し
し
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
皆
が
玉

の

り

と

串
を
捧
げ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し

て
人
々
の
幸
を
祈
り
ま
す
。

※
※
氏
子
さ
ん
の
お
供
え
、
米
つ
な
ぎ
当

番
の
方
は
、
午
前
七
時
半
～
九
時
頃
ま
で

に
神
社
へ
お
供
え
し
参
拝
下
さ
い
。

一
、
御
神
幸

み

ゆ

き

祷
練
り
神
事

と

お

ね

り

し

ん

じ

午
後
二
時
よ
り

千
家
第
一
公
民
館
に
て
お
祭
り
の
後
、

午
後
二
時
半
前
に
御
神
輿
を
中
心
と
す
る

行
列
が
出
発
。

途
中
で
千
家
の
客
神
社
の
元
宮
へ
立
ち

寄
っ
て
一
同
そ
ろ
っ
て
拝
礼
し
ま
す
。

そ
し
て
午
後
四
時
半
頃
に
神
社
前
参
道

「
一
の
鳥
居
」
に
お
い
て
、
氏
子
の
小
学

一
年
生
が
合
流
。
い
よ
い
よ
参
道
を
神
前

へ
と
進
み
、
午
後
五
時
頃
に
神
社
へ
帰
着
、

還
幸
祭
を
行
い
ま
す
。

※
今
年
は
残
念
な
が
ら
、
疫
病
感
染
予
防

の
た
め
、
三
年
ぶ
り
と
な
る
恒
例
の
小
学

一
年
生
が
ひ
く
御
神
輿
（
お
み
こ
し
）
は

極
短
時
間
、
短
距
離
と
し
ま
す
。

神
和
会
千
神
会
の
奉
仕
に
よ
る
御
獅

子
、
番
内
、
茶
立
て
姫
な
ど
の
賑
々
し
い

祷
練
り
の
行
列
も
、
御
神
酒
の
振
る
舞
い

酒
を
や
め
る
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
と
り

な
が
ら
可
能
な
内
容
で
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
「
餅
撒
き
」
、
神
事
華
の
争
奪
に

よ
る
「
華
く
ば
り
」
は
、
や
む
を
得
ず
中

止
し
ま
す
。

一
年
に
一
度
、
御
神
輿
に
遷
ら
れ
た
氏

お

み

こ

し

神
さ
ま
の
御
霊
が
、
神
立
千
家
の
地
に
お

み

た

ま

出
ま
し
に
な
ら
れ
ま
す
。
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皆
の
暮
ら
し
や
地
域
の
繁
栄
ぶ
り
を
ご

覧
に
な
り
、
穏
や
か
で
幸
の
多
い
暮
ら
し

へ
と
お
か
げ
を
授
け
ら
れ
る
神
事
で
す
。

練
り
歩
く
行
列
の
先
導
役
は
、
悪
霊
を

祓
い
、
大
地
を
鎮
め
よ
う
と
、
青
竹
を
振

り
回
し
て
走
り
回
る
番
内
さ
ん
。
幸
多
か

ば
ん
な
い

れ
と
御
神
酒
を
ふ
る
ま
う
茶
立
姫
。
無
病

ち
ゃ
た
て
ひ
め

息
災
を
祈
願
し
、
恐
い
顔
で
ゆ
っ
く
り
進

む
御
獅
子
…
。
皆
お
な
じ
み
の
顔
触
れ
で

す
。主

役
の
氏
神
さ
ま
は
、
神
和
会
、
千
親

会
の
会
員
を
は
じ
め
、
小
学
一
年
生
が
心

を
込
め
て
お
ひ
き
す
る
御
神
輿
に
の
っ
て

進
ま
れ
ま
す
。
今
年
は
、
北
回
り
の
順
路
。

夕
方
、
神
社
へ
到
着
す
る
と
、
氏
神
さ
ま

の
御
霊
は
本
殿
へ
と

お
還
り
に
な
り
、
御

獅
子
の
拝
が
行
わ
れ

ま
す
。

一
、
神
楽
奉
納

か

ぐ

ら

午
後
一
時
半
頃
よ
り
夕
刻
ま
で

◆
午
後
一
時
半
頃
～

出
雲
神
楽

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽
社
中

※
氏
子
小
学
生
有
志
五
名
の
子
供
神
楽

「
剣
舞
」
奉
納
も
三
年
ぶ
り
再
開
予
定
！
！

◆
午
後
三
時
二
〇
分
頃
～

『
浦
安
の
舞
（
う
ら
や
す
の
ま
い
）』

神
立
千
家
氏
子
小
学
生

女
子
有
志

◆
午
後
四
時
頃
～

保
育
園
の
神
楽

『
す
さ
の
お
の
命
の
や
ま
た
の
お
ろ
ち
退

治
』

あ
い
川
保
育
園
社
中

◆
午
後
五
時
頃
～

出
雲
神
楽

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代

神
楽
社
中

神
能
よ
り

『
八
戸
（
や
と
）』

須
佐
之
男
命
の
八
岐
大
蛇
退
治
（
予
定
）

大

切

な

お

知

ら

せ

そ
の
一

今
年
の
七
五
三
詣

今
年
の
七
五
三
詣

例
年
通
り
、
十
一
月
十
五
日
（
火
）

午
前
十
一
時
よ
り
御
祈
念
し
ま
す
。
ほ
か

の
日
時
を
希
望
な
さ
る
方
は
事
前
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
詳
し
く
は
別
紙
ご
案
内
状

を
ご
覧
の
う
え
社
務
所
ま
で
お
申
込
み
下

さ
い
。

そ
の
二

宗
教
法
人
立
虫
神
社
責
任
役
員
、

氏
子
総
代
の
交
代
に
つ
い
て

去
る
令
和
四
年
八
月
十
二
日
、
任
期
満

了
に
伴
い
ま
す
責
任
役
員[

定
員
五
名
、

う
ち
一
人
は
代
表
役
員
（
宮
司
）]

、
神

社
総
代[

定
員
十
二
名
、
任
期
三
年]

の
交

代
が
あ
り
ま
し
た
。（
以
下
、
順
不
同
敬
称
略
）

○
退
任
責
任
役
員

矢
野
幹
雄

千
家
二

（
昭
和
５
８
年
８
月
～
令
和
４
年
８
月
）

※
１
３
期
３
９
年
奉
務
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○
退
任
総
代

妹
尾
富
夫

神
立
四

（
令
和
元
年
８
月
～
令
和
４
年
８
月
）

※
１
期
３
年
奉
務

松
原
昭
二

神
立N

T

（
令
和
元
年
８
月
～
令
和
４
年
８
月)

※
１
期
３
年
奉
務

小
田
川
淳

千
家
一

（
平
成
２
８
年
８
月
～
令
和
４
年
８
月)

※
２
期
６
年
奉
務

伊
藤

武

千
家
四

（
令
和
元
年
８
月
～
令
和
４
年
８
月)

※
１
期
３
年
奉
務

◆
新
体
制
◆

責
任
役
員
・
総
代
長
（
新
任
）

山
根
陽
一

神
立
一

責
任
役
員
・
副
総
代
長
（
新
任
）

（
兼
）
会
計
担
当
総
代

竹
内
房
雄

千
家
三

責
任
役
員
・
総
代

矢
野
俊
之

神
立
二

責
任
役
員(

新
任)

・
総
代

坪
倉
良
治

千
家
二

総

代

湯
原

稔

神
立
三

梶
谷
孝
明
※
新
任

神
立
四

今
川
宏
樹

神
立
五

石
田
成
志
※
新
任

神
立N

T

矢
野
秀
樹
※
新
任

千
家
一

矢
野
幹
雄

千
家
二

竹
内
浩
二

千
家
三

高
橋
俊
雄
※
新
任

千
家
四

退
任
者
の
方
に
は
、
神
社
の
護
持
運
営

に
格
別
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
前
総
代
長
の
矢
野
幹
雄
様

は
、
役
員
の
重
責
を
約
四
十
年
に
わ
た
り

果
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
、
平

成
の
立
虫
神
社
の
二
度
の
御
遷
宮
と
四
年

前
の
幣
殿
拝
殿
改
築
事
業
、
万
九
千
社
の

平
成
の
御
遷
宮
、
「
令
和
の
森
づ
く
り
」

事
業
の
着
手
・
推
進
な
ど
、
歴
史
に
残
る

大
事
業
を
氏
子
の
代
表
と
し
て
成
功
に
導

い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
長
年
の
御
労
苦

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
そ
の
一
途
な
お

姿
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
度
、
御
退
任
な
さ
る
皆
様
方
、
本

当
に
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
あ
と
が
き
》
▼
山
根
陽
一
総
代
長
の
も
と

新
た
な
総
代
会
の
体
制
が
船
出
し
ま
し
た
。

▼
総
代
の
皆
様
に
は
神
々
と
神
職
と
氏
子
と

の
、
そ
し
て
祖
先
と
子
孫
と
の
「
仲
と
り
持

ち
」
と
し
て
格
別
の
御
奉
仕
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
▼
こ
れ
か
ら
も
神
職

・
役
員
・
総
代
が
一
致
団
結
し
、
ま
ご
こ
ろ

込
め
て
率
先
奉
仕
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

▼
氏
子
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
と
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
秋
の
大

祭
り
が
好
天
に
恵
ま
れ
、
皆
様
の
素
晴
ら
し

い
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
す
よ
う
に
…
。

（
文
責

宮
司
錦
田
剛
志
）


